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第一種指定化学物質の排出量及び移動量の集計結果（化管法） 

『令和３年度届出分（令和２年度把握分）』 

 

 

 

「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する

法律」（以下「化管法」という。）に基づき、一定規模以上の事業者 ※ １は、第一

種指定化学物質※ ２の環境への排出量※ ３及び事業所外への移動量※ ４を、都道府

県（札幌市内分は札幌市）を経由して国へ届け出ることとなっています。 

札幌市では、排出量・移動量を市民にわかりやすい形で情報提供するため、

国が集計した届出排出量・移動量の結果から、独自に札幌市分を集計しており、

令和２年度届出分※ ５の届出排出量・移動量は以下のとおりです。  

 

※１  一定規模以上の事業者：次の要件を全て満たす事業者  

・製造業、燃料小売業などの 24 業種  

・事業者の常時使用する従業員の数が 21 人以上  

・事業所で、第一種指定化学物質を１トン（特定第一種指定化学物質は

0.5 トン）以上取り扱っている。  

※２  第一種指定化学物質：人の健康に有害なおそれがあり、環境中に広く存

在すると認められる化管法施行令で定める化学物質（462 物質）  

 

化学物質に関する取組みの目的 

・ 事業者は、化学物質の排出量・移動量を把握することにより、使

用している化学物質の適正な管理に努める。  

・ 市民は、化学物質に関する情報を積極的に収集するとともに、自

らも排出者であることを意識する。  

・ 市は、化学物質の排出量等化学物質に関する情報をわかりやすく

提供する。  

・  市民、事業者、市は化学物質に関する情報を共有化し、意思疎通

（リスクコミュニケーション）を推進する。  
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※３ 排出量：大気、公共用水域、土壌へ排出した量及び事業所内の埋立地に

埋め立て処分した量  

※４  移動量：事業者が排水として下水道へ排出した量及び廃棄物として処分

した量  

※５  令和３年度届出分：令和２年度の１年間に届出対象事業者が把握し、令

和３年４月１日から令和３年７月 31 日までに届出したもの  
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１  届出事業所数  

届出事業所数は表１、図１のとおりです。燃料小売業（ 239 件）が最も多

く、続く医療業（ 38 件）、石油卸売業（ 25 件）と合わせた３業種で全届出件

数（362 件）の８割以上を占めています。  

 

表１ 業種別の届出件数                                  （件）                                     

業 種  主な業態 札幌市  北海道  全国  

 燃料小売業  ガソリンスタンド 
239 

(236) 

997 

(992) 

14,661 

(14,854) 

 医療業  病院  
38 

(43) 

41 

(47) 

100 

(106) 

 石油卸売業  灯油配送センター  
25 

(25) 

88 

(88) 

446 

(447) 

 その他  下水道業、洗濯業等  
60 

(61) 

696 

(689) 

17,683 

(17,911) 

合   計  
362 

(365) 

1,822 

(1,816) 

32,890 

(33,318) 

   ※括弧内は前年度実績  

  ※北海道及び全国の数値は、環境省の「 PRTR インフォーメーション広場」

（https://www.env.go.jp/chemi/prtr/result/gaiyo.html）から引用し

ています（表２も同様）。  

 

 

図 1 札幌市における業種別の届出件数  
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２  届出排出量・移動量  

(1) 排出先・移動先別  

第一種指定化学物質の排出先・移動先別の排出量・移動量は表２、図２

のとおりです。札幌市の排出量・移動量の合計は、全国の 0.4％、北海道

の 39％を占めています（図３）。  

また、札幌市における過去５年間の排出量・移動量の推移は、図４のと

おりです。大気と公共用水域への排出量の合計は、年々減少傾向にありま

したが、令和元年度・２年度ともに上昇しました。  

 

表２ 排出先・移動先別の届出排出量・移動量   （トン）  

排出先・移動先  札幌市  北海道  全国  

排
出
先 

大気  
154 

(162) 

1,531 

(1,717) 

112,481 

(127,647) 

公共用水域  
135 

(162) 

356 

(398) 

6,527 

(6,991) 

土壌  
0 

(0) 

0 

(200) 

24 

(201) 

埋立処分  
0 

(0) 

0 

(0) 

5,081 

(5,287) 

 
小計  

289 

(323) 

1,887 

(2,315) 

124,114 

(140,127) 

移
動
先 

下水道  
0 

(0) 

3 

(3) 

782 

(872) 

廃棄物  
993 

(802) 

1,429 

(1,298) 

228,830 

(243,055) 

 
小計  

993 

(802) 

1,432 

(1,301) 

229,612 

(243,927) 

合  計  
1,282 

(1,126) 

3,319 

(3,616) 

353,725 

(384,054) 

※括弧内は前年度実績  

※小数点以下は四捨五入して記載しているため、各項の数値を合算した

数値が、合計欄の数値と異なる場合があります。  
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図２ 排出先・移動先別の排出量・移動量（トン）  

 

 

 

図３ 全国・北海道に占める札幌市の排出量・移動量  
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図４  札幌市における排出量・移動量の推移  
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(2) 物質別排出量・移動量  

物質別の排出量・移動量は表３、図５、図６のとおりです。物質別の内

訳に大きな変動はありません。  

 

表３ 物質別の排出量・移動量  

化学物質名  

排出量・移動量（トン）  届出  

件数  

（件）  
 

排出量  移動量  

大気  
公共用  

水域  
廃棄物  

マンガン及びその化合物 
898 

(696) 

0 

(0) 

8 

(6) 

890 

(690) 

14 

(14) 

ほう素及びその化合物  
105 

(133) 

0 

(0) 

105 

(133) 

0 

(0) 

12 

(12) 

トルエン  
111 

(112) 

91 

(92) 

0 

(0) 

20 

(19) 

230 

(229) 

ノルマル－ヘキサン  
40 

(43) 

27 

(30) 

0 

(0) 

13 

(13) 

219 

(218) 

亜鉛の水溶性化合物  
33 

(39) 

0 

(0) 

12 

(13) 

20 

(25) 

14 

(14) 

キシレン  
24 

(27) 

15 

(18) 

0 

(0) 

8 

(10) 

277 

(273) 

鉛化合物  
19 

(21) 

0 

(0) 

0 

(0) 

19 

(21) 

14 

(14) 

その他  
52 

(59) 

20 

(21) 

10 

(9) 

23 

(29) 

1,266 

(1,314) 

合計  
1,282 

(1,126) 

154 

(162) 

135 

(162) 

993 

(802) 

2,046 

(2,088) 

※括弧内は前年度実績  

※小数点以下は四捨五入して記載しているため、各項の数値を合算した

数値が、合計欄の数値と異なる場合があります。  
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図５ 排出先別の排出量  

・マンガン及びその化合物  

鉄鋼業からの廃棄物  

・ほう素及びその化合物  

主に下水道業から排出  

・トルエン、キシレン  

インクや塗料の溶剤として含まれ、使用後に揮発  

・ノルマル－ヘキサン  

燃料中に含まれており、給油時に揮発  

・亜鉛の水溶性化合物  

金属メッキの剥離で発生し、廃棄物として処分  

・鉛化合物  

主に鉄鋼業からの廃棄物  
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図６ 移動先別の移動量  
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(3) 業種別  

業種別の排出量・移動量（量の多い順）は表４のとおりです。燃料小売

業は、全届出件数の 66％を占めていますが、排出量・移動量は全体の３％

です。一方、鉄鋼業、下水道業、出版・印刷・同関連産業、高等教育機関

の４業種は、届出件数は全体の４％ですが、排出量・移動量が全体の 90％

を占めています。  

また、それぞれの業種で排出量・移動量の多い物質は、図７のとおりで

す。  

 

表４ 業種別排出量・移動量  

業種名  
排出量・移動量（トン）  届出件数  

（件）   排出量  移動量  

鉄鋼業  
915 

(717) 

5 

(5) 

910 

(712) 

2 

(2) 

下水道業  
131 

(157) 

131 

(157) 

0 

(0) 

9 

(9) 

出版・印刷・  

同関連産業  

74 

(70) 

59 

(56) 

15 

(14) 

3 

(3) 

燃料小売業  
43 

(49) 

43 

(49) 

0 

(0) 

239 

(236) 

高等教育機関  
33 

(34) 

1 

(1) 

32 

(33) 

1 

(1) 

その他  
86 

(99) 

50 

(56) 

36 

(44) 

108 

(114) 

合計  
1,282 

(1,126) 

289 

(323) 

993 

(802) 

362 

(365) 

※括弧内は前年度実績  

※小数点以下は四捨五入して記載しているため、各項の数値を合算した

数値が、合計欄の数値と異なる場合があります。  
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図７ 業種別の排出量・移動量の内訳  
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(4) ダイオキシン類  

ダイオキシン類の排出量・移動量は、表５、図８のとおりです。札幌市

では、68％が廃棄物としての移動です。なお、令和２年度に実施したダイ

オキシン類の大気、公共用水域及び土壌の環境調査においては、市内全地

点で環境基準を下回っています。  

 

表５ ダイオキシン類の排出量・移動量             （ mg-TEQ）  

排出先・移動先  札幌市  北海道  全国  

排
出
先 

大気  
137 

（97）  

2,003 

（ 2,444）  

63,068 

（78,478） 

公共用水域  
0 

（1）  

93 

（235） 

1,418 

（ 1,143）  

土壌  
0 

（0）  

0 

（0）  

0 

（0）  

埋立処分  
0 

（0）  

7,098 

（11,132） 

205,744 

（134,126）  

移
動
先 

下水道  
0 

（0）  

0 

（0）  

27 

（ 19） 

廃棄物  
5,263 

（4,035）  

16,273 

（18,113） 

1,482,517 

（1,314,759）  

合  計  
5,440 

（4,132）  

25,467 

（31,924） 

1,752,774 

（1,314,778）  

※（  ）内は前年度実績  

※小数点以下は四捨五入して記載しているため、各項の数値を合算した

数値が、合計欄の数値と異なる場合があります。  

※mg-TEQ：毒性等量。ダイオキシン類全体の毒性の強さを表す単位です。  
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図８ ダイオキシン類の排出先・移動先（ mg-TEQ）  

 


